
業 務 内 容

l オンデマンド・リアルタイム・便乗配車決定サービス（SAVS）の導入による、モビリティを伴うサー
ビスの価値向上と効率化

l 移動需要データを元にしたシミュレーション分析による、地域毎の最適な車両台数や配車条件の予測
l 公共交通の再編と新たなモビリティ導入検討のためのコンサルテーション

会 社 概 要
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会 社 名 株式会社 未来シェア （英名：Mirai Share Co., Ltd.）

設 立 2016年7月21日
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SAVS（Smart Access Vehicle Service：スマート アクセス ビークル サービス） とは、タクシー（デマンド交通）と路線バス（乗合交

通）の長所を掛け合わせた、AI によるリアルタイムな便乗配車計算を行うサービスです。クラウド上の AI プラットフォームが各種アプリケー

ションと通信しつつ、刻々と変化する車両位置や人・物の移動状況を把握し、あらゆる移動要求を満たす全ての車両の走行ルートを瞬時に自動

で決定します。都市レベルでの全体最適交通を実現し、モビリティを伴う各種サービスの質と価値の向上に貢献します。



交通に関わる社会課題の解決に向けた取り組み

都市レベルの全体最適モビリティプラットフォームの提供

事業者に対する課題解決：効果的な配車手段の提供

スケジュール通りの定期ルート運行、勘と経験に頼る

客待ち、客探しなどの従来の慣習を改め、実際の乗車

利用要求に従った運行を行います。

オンデマンド配車と乗合い走行の組み合わせにより、

乗客がないままの走行を減らし、かつ1台あたりの送

迎数を増やし、必要経費の削減と利用者満足度の向上

を実現します。

利用者に対する課題解決：移動手段利用格差の解消

移動にかかるコスト、利用できる移動手段、利用可能

頻度など、人々の暮らしに必要な移動を取り巻く状況

は、生活地域（都市と地方）、生活水準、健康状態等

により大きく異なります。移動手段利用格差を解消し、

より便利に、より低コストで人々が移動できる社会を

実現します。

あらゆる移動目的における、あらゆる送迎（配送）車

両の運行を全体最適の視点で効率化を図るモビリティ
プラットフォームを提供します。

従来のサービス毎に分割された運行計画の策定を、AI 
による都市レベルの最適化を図る完全自動配車計算に
置き換えることにより、無駄な車両とドライバーの拘
束時間、総走行距離を減らし、移動を伴うサービスの
質を向上させます。

l タクシー・ハイヤー

l 路線バス

l スクール・通勤バス

l 学童・塾・習い事送迎

l 観光・周遊旅行

l MICE・イベント送迎

l ホテル・旅館送迎

l フードデリバリー

l 物流・宅配・郵便

l 買い物代行

l 訪問介護・訪問点検

l 介護施設・病院送迎

l パーク＆ライド

l ライドシェア etc.

社会に対する課題解決：環境保全、地域経済活性化

道路交通網内を走行する車両1台あたりの輸送効率を

高め、渋滞緩和とCO2排出量削減などの環境保全に貢

献します。人々の移動を活発化し、地域経済の活性化

と健康的な生活の維持に貢献します。

交通空白地の移動手段

l 高齢者の免許返納促進

l 過疎地域の交通手段確保

l 外出の促進と健康生活維持

ドライバー不足

l 運送・輸送の効率化

l 需給バランス適正化

l 労働条件の改善

都市計画

l 企業・住民・観光客誘致

l 渋滞緩和・災害時対策

l 公共交通維持・支出抑制

AI配車プラットフォーム

による課題解決


